
如何に調和させてゆくかは,大学での学問の本質に関係 している｡教養部を持たをい,さりとて｢股

教育の責任体制の覆い国立大学が,本学を含めて21大学あ9,これらの連絡協議会が結成されて,

今年初めから活発に行動をおこし始めた｡そのつきあいで臨時総会の会場をひきうけたり,報告書を

作成 したDとV,う騒ぎである｡

一方,新開にも報道されたように ドクターコース ｢人間文化研究科｣の開設申請が,文教育学部を

中心に行覆われているので,評議会メンバーとしては緊張の連続である. これまでは大学行政にはせ

いぜい学生委員や学者委員長 どせりで参画していた程度たったのだが,歳まわDの所為か突如槍舞台

にひきずbあげられた感じである｡職人的稼業である研究の仕事とは両立 し難い嘆きをかこっている｡

昭和 49年度に科研費総合(心の ｢第四紀気候変化と地形及び湖底堆積層の対比に関する研究｣の普
とめと,同年秋の日本地理学会富山大会でのシ/ポジウム ｢日本アルプスの氷河地形｣の補足の意味

で,企画 した研究論文集 ｢日本の氷期の諸問題｣が 1 1月早々にようや く刊行の運びと在った｡編著

の図書を初めて世に送 り出した点で私 自身も意義深く感 じている｡それやこれでフィール ドワークに

思うように出かけられ覆いでいるのは何 とも残念をのだが,以前か ら気に夜っているものVE,富士川
下流域にある鷺ノ田襟層がある｡ これを上流側vE追いかける仕事を年末の休みVCでもやってみたい｡

この秋vCは上越新幹線の環境調査の一部を分担 して出かけ,紅葉を賞味するおまけがつV,た｡路線は

子持山と小野子山の山麓の接する裾合谷の部分を通る｡そこは四年前vc中之条を卒論にした上田園子

氏のフィール ドの瑞vcあたってお 9,思V,がけぬ再訪vC在った｡卒論のフィール ドは,教官としても

忘れ難 くなるものをのである｡ (1975年12月1日)

一 年 生 教 師 の 課 題

井 内 昇

年度の途中にこの教室の一員となってから早 くも3カ月が過ぎようとしている.それまで 17年余

勤めた役所ve較べると,大学での教育 ･研究という仕事はかなり異質で,必然的vC毎日の時間の使い

方 も大 きく変ることvC在った｡

3カ月前までの生活vC較ペて最 も変 ったのは何か,と言えば,それは,人と会い,話をする時間が

大巾に減 ったことと,新聞,雑誌,官公庁資料 といった大量の時事的を情報謀体からすっか9遠ざか

ってしまったことであろうか｡ このようVE各種情報パイプが狭 くなったため,世情vCうとくなったの

は驚 く程である｡

最初vC居た職場では計画部門に所属 してvlたので会議 も多く,学界 ｡民間の人たちとの接触も少く

夜か ったし,必要を本を読む時間も結構あった｡その次の職場では,一人で文献 ｡資料を利用して調

査t,ポー トをまとめる仕事を与えられていたため,最初の職場vE較べると人間関係は数分の-VC減 っ
たが,一方,毎 日目を通す内外の情報資札 文献等の分量は飛躍的vCふえ,極端vCいえば,毎日時事

的情報を漁9,整理するのが日課であったとvlってもよい.このようを情報の洪水の中vE居ると･必

然的vCページを斜めVC読む くせが身vCついてしまう｡ そ して困 ったことvE,精読の必要のある図書ま
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でも要点をツマミ食V,するようvCをってくる｡ 今考えてみると.必要上やむを得ず,とはいえ,この

ようを読み方をしていたのはやはb問題があったようだ.

ところで,現在は講義の準備vC追われて他のことvC気をまわす余裕が無V,せいもあるが,各方面の

人と会って意見を交す機会も殆んど無vlL,また,座ってVlて手に入る文献,資料も極めて少い｡

役所と大学 とでは仕事の内容そのものが違 うのだから,今日的意味での情報をそれ程追う必要は無

い,という考え方も勿論あるだろう｡ 私個人の問題としても,基礎的,古典的を地理書vE限 ってみて

も読まねば在らぬものは余 りvEも多い. 自分の僅かの時間は先ずそちら-ふb向けるべきであるかも

知れをvl｡

しかし, (人文地理学vC関 していえば )現代の教育,研究vEかいては,従来のオーソドックス夜ア

プローチに加えて,関係分野の生きた情報を取 b入れ,また.各方面の人たちと接触し,積極的を意

見の交換を通 じて多くを学びとることもまた欠かせ覆いことのようvE思われる｡ このふたつをどう両

立させるか,が私のさし当っての課題であろう｡

地 域 開 発 と 地 理 学

内 藤 博 夫

新聞報道vCよれば,国土庁は 12月 12日,いわゆる三全総の計画概案を発表した.概案の骨子は,

工業開発優先の新全総から脱皮し,人間重視の地域開発-方向転換 した点vcあるとされてvlる｡政府

が決定する全国総合開発計画は事実上地域開発の憲法的役割を果 しているものである｡三全総とは第

3次の全国総合開発計画を意味している｡

概案は新全総の批判的検討の上vc立って作成されたものであるが,経済の仕組みvCメスを入れたわ

けではをV,｡経済の仕組みを高度成長時代のままvELておいて,果 して生活優先の方針が実際vc貫け

るものかどうか,これまで通 b結局は対症療法的施策に終ってしまうのではをいかとvlった疑問も生

じてくる｡ しかし世界vE例をみ夜い環境破壊を経験 したわが国のことであるから,必要を事業は行わ

ざるをえ凌いであろうし.そうあってほ しいと思う｡

概案が生活優先を打ち出した背景vcは言 うまでもをく深刻を環境問題がある｡ 環境問題とはいった

い何であろうか,一般vCは公害問題と同義vc理解されているようであるが,別の角度からみればこれ

を土地利用の問題としてとらえることができると思うO環境問題をこのようvC理解すれば,土地利用

のあ9万に関心をもち続けてきた地理学は,環境問題の解明vE貢献する資格を十分vC備えていること

vc在る｡つまb土地利用実態の正確を把握とそれvC基いた土地利用計画の作成が環境問題解決の重要

を条件となってV,るということである｡

地理学はどちらかといえば土地利用計画vC関する分野よりも,実態調査の成果を直接反映させるこ

とができる土地利用実態の把握の分野でよb多くの成果を上げてきたように思われる.このことと関

連して,国土利用白書 (昭和 5O年坂 )が国土情報の体系的整備の必要性を強調してV,るのは注目す

べきことである｡ 事実,既存の統計資料は個々の政策目的に合 うように作られているためVC,総合的
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